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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
軽
便
妄
想
＆
迷
列
車
で
行
こ
う
　
～
桁
石
鉄
道
編
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
８
９
８
Ｕ

【
作
者
名
】

　
桁
石
鉄
道
?

【
あ
ら
す
じ
】

　
福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
川
桁
の
南
西
に
位
置
す
る
架
空
の
街
、
桁
石
。

こ
こ
か
ら
延
び
る
軽
便
鉄
道
「
桁
石
鉄
道
?
」
こ
そ
が
、
こ
の
小
説
の
舞
台
で

あ
る
。
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
３
２
０
０
系
気
動
車

か
つ
て
桁
石
鉄
道
に
３
２
０
０
系
と
い
う
気
動
車
が
在
籍
し
て
い
た
。

１
０
ｍ
２
ド
ア
の
の
鋼
製
車
体
で
、

キ
ハ
３
２
０
０
系
と
キ
ク
ハ
３
２
０
０
系
の
２
両
１
組
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

車
番
は
１
号
編
成
は
１
Ｆ
、
２
号
編
成
は
２
Ｆ
…

と
い
っ
た
具
合
で
付
番
さ
れ
た
。

編
成
は
１
Ｆ
～
１
０
Ｆ
が
キ
ハ
３
２
０
０
を
桁
石
側
に
、

残
り
の
車
両
は
キ
ク
ハ
３
２
０
０
を
桁
石
側
と
し
て
い
た
。

こ
れ
は
キ
ク
ハ
３
２
０
０
系
に
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
増
結
を
考
慮
し
て
、

前
面
貫
通
扉
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

最
終
的
に
２
０
Ｆ
ま
で
製
造
さ
れ
、

１
Ｆ
～
１
１
Ｆ
，
１
３
Ｆ
，
１
５
Ｆ
～
１
７
Ｆ
，
１
９
Ｆ
，
２
０
Ｆ
が
、

全
線
廃
止
ま
で
活
躍
し
た
。

さ
て
、
こ
の
生
き
残
り
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
な
い
３
編
成
、

１
２
Ｆ
，
１
４
Ｆ
，
１
８
Ｆ
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

そ
う
、
こ
の
３
編
成
こ
そ
が
３
２
０
０
系
を
代
表
す
る
迷
車
両
で
あ
る
。
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
３
２
０
０
系
気
動
車
（
後
書
き
）

連
載
っ
つ
っ
て
も
序
章
込
み
（
３
２
０
０
系
編
の
み
）
で
３
話
だ
け
な
ん
で
す

よ
ね
（
苦
笑
）

ま
あ
適
当
に
小
話
的
な
物
を
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
・
・
・
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～
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
型
電
気
機
関
車
（
前
書
き
）

昭
和
４
７
年
、
桁
石
鉄
道
は
つ
い
に
電
気
機
関
車
を
製
造
し
た
。
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～
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
型
電
気
機
関
車

七
国
山
連
絡
線
内
は
急
勾
配
、
急
曲
線
の
連
続
す
る
山
岳
路
線
。

当
然
の
事
な
が
ら
ト
ン
ネ
ル
も
多
く
、

機
関
士
・
機
関
助
士
は
蒸
気
機
関
車
の
煤
煙
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
蒸
気
機
関
車
で
の
輸
送
量
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

一
時
期
は
内
燃
機
関
車
を
代
用
し
て
運
行
し
て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
ト
ン
ネ
ル
内
で
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
し
停
車
。

蒸
気
機
関
車
の
救
援
を
待
っ
て
の
運
行
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
４
７
年
８
月
、
桁
石
鉄
道
は
全
路
線
に
先
駆
け
て
桁
石
～
仲
ノ
山
間
を
電

化
す
る
こ
と
を
決
断
。

同
年
１
０
月
、
突
貫
電
化
工
事
の
完
了
に
合
わ
せ
て
、
桁
石
鉄
道
最
初
の
電
気

機
関
車
が
製
造
さ
れ
た
。

こ
の
時
石
炭
輸
送
線
の
一
部
も
電
化
さ
れ
た
。

碓
氷
峠
の
Ｅ
Ｃ
４
０
型
を
彷
彿
と
さ
せ
る
凸
型
の
車
体
。
３
つ
の
動
輪
を
繋
ぐ

ロ
ッ
ド
。

形
式
は
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
、
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
，
５
０
０
番
台
。

使
用
電
力
は
直
流
６
０
０
Ｖ
。
出
力
８
５
馬
力
。
最
高
速
度
は
時
速
６
５
ｋ
ｍ
。

昭
和
４
７
年
１
０
月
の
電
化
完
了
か
ら
順
次
製
造
さ
れ
、

昭
和
４
８
年
６
月
ま
で
に
石
炭
輸
送
用
も
含
め
、
合
計
５
９
両
が
製
造
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
は
蒸
気
式
暖
房
発
生
装
置
（
Ｓ
Ｇ
）
を
搭
載
し
て
い
る
が
、

石
炭
輸
送
用
の
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
、
５
０
０
番
台
は
非
搭
載
車
で
あ
る
。

国
鉄
で
Ｅ
Ｆ
級
電
機
が
主
流
の
時
代
に
３
軸
の
機
関
車
を
製
造
し
た
の
だ
。

い
く
ら
軽
便
鉄
道
と
は
い
え
時
代
錯
誤
で
あ
る
。

こ
う
し
て
登
場
し
た
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
系
列
は
、

桁
石
鉄
道
生
え
抜
き
の
雑
多
な
蒸
気
機
関
車
を
次
々
と
駆
逐
し
て
い
っ
た
。
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無
論
、
予
備
機
や
勾
配
補
機
の
Ｅ
型
機
は
生
き
残
る
事
に
な
っ
た
が
、

４
両
程
在
籍
し
て
い
た
蒸
気
動
車
は
、
全
車
が
河
原
町
線
に
追
い
や
っ
た
。

「
本
線
を
疾
走
す
る
よ
り
も
、
土
手
の
上
を
の
ん
び
り
走
る
河
原
町
線
の
方
が
・

・
・
」

と
言
っ
た
声
も
出
て
い
た
事
を
考
え
る
と
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



7

～
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
Ｅ
Ｃ
４
０
０
０
型
電
気
機
関
車
（
後
書
き
）

み
な
さ
ん
、
お
は
こ
ん
ば
ん
ち
は
。
　

「
軽
便
妄
想
＆
迷
列
車
で
行
こ
う
　
～
桁
石
鉄
道
編
～
」
を
執
筆
中
の
桁
石
鉄

道
?
で
す
。

「
軽
便
妄
想
＆
迷
列
車
で
行
こ
う
　
～
桁
石
鉄
道
編
～
」
は
、
作
者
が
思
い
つ

い
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

不
定
期
に
執
筆
し
て
い
る
の
で
前
回
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
繋
が
っ
て
い
な
い
場
合

が
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
こ
ら
辺
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
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～
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
１
０
０
０
０
系
電
車

桁
石
鉄
道
は
利
用
者
数
の
最
も
多
い
路
線
を
改
軌
電
化
す
る
方
針
を
固
め
た
。

そ
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
蒸
気
動
車
の
牙
城
、
河

原
町
線
。

実
際
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
河
原
町
線
の
乗
車
率
は
１
２
０
％
。

大
型
車
を
導
入
し
た
と
は
い
え
、
蒸
気
動
車
３
台
で
は
無
理
が
あ
っ
た
。

改
軌
工
事
は
１
ヶ
月
半
で
完
了
。
　
１
０
６
７
ｍ
ｍ
軌
間
の
車
両
は
埼
玉
車
両

に
発
注
。

こ
う
し
て
直
流
６
０
０
Ｖ
の
１
６
ｍ
級
電
車
、
１
０
０
０
０
系
が
製
造
さ
れ
た
。

全
３
８
両
が
製
造
さ
れ
た
１
０
０
０
０
系
、
付
番
は
ク
モ
ハ
１
０
０
０
１
、
１

０
０
０
２
・
・
・
１
０
０
３
８
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

こ
の
他
に
付
随
車
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
を
４
台
購
入
。

エ
ン
ジ
ン
を
降
ろ
し
、
１
０
１
０
０
系
と
し
て
使
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
１
０
０
０
０
系
の
派
生
車
１
０
５
０
０
系
を
１
６
両
増
備
。

平
成
２
５
年
の
全
線
廃
止
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
平
成
１
７
年
に
ク
モ
ハ
１
０
０
３
２
は
御
坂
妹
１
０
０
３
２
号
に
ち
な
ん

だ
、

「
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
」
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
に
な
っ
て
い
る
。
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～
軽
便
妄
想
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
１
０
０
０
０
系
電
車
（
後
書
き
）

ど
う
も
、
今
回
は
７
６
２
ｍ
ｍ
ネ
タ
で
は
な
く
１
０
６
７
ｍ
ｍ
を
ネ
タ
に
し
ま

し
た
。

こ
ん
な
私
鉄
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
～
・
・
・
と
、
思
い
な
が
ら
か
き
ま
し
た
。

で
は
次
回
も
お
楽
し
み
に
。
　
　
　
桁
石
鉄
道
?
で
し
た
。
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
ト
キ
１
０
型
貨
車
（
前
書
き
）

桁
石
鉄
道
が
大
量
に
製
造
し
た
ト
キ
１
０
型
。

し
か
し
ト
キ
１
０
型
に
は
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
・
・
・
！
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
ト
キ
１
０
型
貨
車

桁
石
鉄
道
は
、
余
っ
て
い
た
大
量
の
ア
ー
チ
バ
ー
台
車
を
一
気
に
消
化
さ
せ
る

為
、

無
蓋
貨
車
を
量
産
す
る
事
に
し
た
。
　
こ
れ
が
ト
キ
１
０
型
で
あ
る
。

昭
和
３
９
年
、
と
り
あ
え
ず
試
作
車
を
２
両
作
っ
た
。

日
本
通
運
桁
石
倉
庫
専
用
線
に
入
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
が
、

妻
板
が
高
す
ぎ
て
、
背
の
低
い
日
通
の
機
関
車
で
は
前
が
見
え
な
い
。

量
産
車
で
は
妻
板
が
低
く
な
り
、
側
面
に
ア
オ
リ
戸
が
付
い
た
。

こ
う
し
て
セ
キ
１
型
を
上
回
る
計
２
５
両
が
製
造
さ
れ
た
ト
キ
１
０
型
だ
が
、

運
用
に
就
く
な
り
問
題
が
発
生
し
た
。

ト
キ
１
０
型
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
製
の
５
０
系
台
車
は
ア
ル
ミ
フ
レ

ー
ム
の
軽
量
台
車
。

軽
い
台
車
の
上
に
軽
い
車
体
を
載
せ
た
た
め
、
軽
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

さ
て
、
軽
く
な
り
す
ぎ
た
ト
キ
１
０
型
。
　
総
重
量
は
約
２
．
５
ｔ
。

ち
な
み
に
日
通
倉
庫
線
専
用
機
、
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｏ
製
の
２
号
機
が
約
３
．
５
ｔ
。

軽
く
な
り
す
ぎ
た
ト
キ
１
０
型
は
ス
ポ
ー
ク
車
輪
か
ら
、

急
遽
プ
レ
ー
ト
車
輪
に
交
換
さ
れ
た
。

そ
の
プ
レ
ー
ト
車
輪
も
１
両
で
２
つ
穴
だ
っ
た
り
４
つ
穴
だ
っ
た
り
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
辺
に
転
が
っ
て
い
た
車
輪
の
か
き
集
め
だ
っ
た
為
、

車
高
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
、

最
終
的
に
台
車
ご
と
交
換
さ
れ
た
車
両
も
出
て
き
た
。

ま
た
前
後
で
異
な
る
台
車
を
履
い
た
物
も
で
て
き
た
上
、

挙
句
の
果
て
に
は
片
側
が
２
段
リ
ン
ク
式
の
片
ボ
ギ
ー
車
と
い
う

魔
物
ま
で
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
ト
キ
１
０
型
貨
車
（
後
書
き
）

今
回
は
貨
車
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ち
ょ
い
ち
ょ
い
こ
ん
な
話
も
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

桁
石
鉄
道
?
で
し
た
。
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
Ｄ
Ｄ
６
０
型
機
関
車

Ｄ
Ｄ
６
０
型
　
電
気
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
。

国
鉄
Ｄ
Ｄ
５
０
を
彷
彿
と
さ
せ
る
２
連
結
の
車
体
、
ド
イ
ツ
の
Ｖ
３
１
１
と
見

紛
う
３
枚
窓
。

そ
の
完
成
度
は
日
本
の
軽
便
鉄
道
史
に
お
い
て
最
高
の
出
来
で
あ
っ
た
。

昭
和
４
０
年
に
川
崎
車
両
で
製
造
さ
れ
た
量
産
先
行
機
、
Ｄ
Ｄ
９
０
 

１
（
後

の
Ｄ
Ｄ
６
０
 

９
０
１
）
は
、

出
力
７
５
ｋ
ｗ
の
い
す
ゞ
Ｄ
Ａ
１
２
０
を
２
基
搭
載
し
て
お
り
、
最
高
出
力
は

１
５
０
０
Ｐ
Ｓ
。

試
運
転
時
に
最
高
時
速
９
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
を
マ
ー
ク
し
国
鉄
の
傑
作
機
、
Ｄ
５
１

を
上
回
る
記
録
を
残
し
た
。

昭
和
４
１
年
か
ら
は
本
格
的
に
量
産
が
始
ま
り
、
Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
か
ら
Ｄ
Ｄ
６

０
 

１
２
が
川
崎
車
両
。

Ｄ
Ｄ
６
０
 

１
３
か
ら
Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
１
が
日
本
車
両
、
Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
２
 

Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
３
が
汽
車
会
社
。

Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
４
か
ら
最
終
Ｄ
Ｄ
６
０
 

４
３
が
三
菱
重
工
で
製
造
さ
れ
た
。

電
気
式
制
御
に
す
る
こ
と
で
Ｄ
Ｄ
６
０
同
士
の
総
括
制
御
が
可
能
と
な
り
、

列
車
の
長
大
化
と
輸
送
力
の
向
上
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
運
転
室
側
の
台
車
に
は
空
気
バ
ネ
を
装
備
し
て
お
り
、

乗
り
心
地
改
善
を
計
り
、
乗
務
員
か
ら
も
好
評
価
を
得
た
。

桁
石
鉄
道
の
本
線
貨
物
に
就
役
し
た
Ｄ
Ｄ
６
０
は
石
炭
輸
送
列
車
を
始
め
、

各
種
の
貨
物
列
車
を
牽
引
。

特
に
黒
河
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
（
黒
田
河
原
町
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
略
）
「
特
急
貨
物
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さ
く
ら
」
、

通
称
 

さ
く
ら
貨
物
は
ま
さ
し
く
Ｄ
Ｄ
６
０
の
桧
舞
台
。

５
８
両
の
レ
ム
１
０
を
重
連
の
Ｄ
Ｄ
６
０
が
牽
引
、
重
量
級
貨
物
牽
引
機
と
し

て
栄
華
を
極
め
る
。

運
行
区
間
は
黒
田
港
～
河
原
町
間
。

黒
田
築
港
線
、
桁
石
本
線
、
河
原
町
線
の
３
路
線
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
行
す

る
。

桁
石
駅
の
先
、
会
津
白
原
ま
で
の
３
７
．
５
‰
の
勾
配
区
間
を
越
え
る
為
、

編
成
の
前
に
２
両
、
後
ろ
に
２
両
の
Ｄ
Ｄ
６
０
を
連
結
。

前
後
で
無
線
連
絡
を
取
り
合
い
勾
配
区
間
を
通
過
後
、

会
津
白
原
で
後
補
機
を
走
行
中
に
解
結
す
る
と
い
う
離
れ
技
を
見
せ
た
。

さ
く
ら
貨
物
を
始
め
と
す
る
種
々
の
貨
物
牽
引
機
と
し
て
、

活
躍
し
て
い
た
Ｄ
Ｄ
６
０
型
４
３
両
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
生
涯
は
短
く
、
最
期
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
４
８
年
１
０
月
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
勃
発
。

同
年
１
２
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
Ｄ
Ｄ
６
０
 

７
～
１
２
。

Ｄ
Ｄ
６
０
 

１
５
、
Ｄ
Ｄ
６
０
 

１
８
～
２
０
、
Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
４
～
３
３
の

２
０
両
が
休
車
と
な
り
、

さ
く
ら
貨
物
は
運
行
本
数
が
削
減
さ
れ
た
。

石
油
事
情
の
悪
化
し
続
け
る
中
、

細
々
と
運
行
さ
れ
て
い
た
Ｄ
Ｄ
６
０
型
最
後
の
２
３
両
だ
っ
た
が
、

止
め
と
ば
か
り
に
襲
っ
た
昭
和
５
４
年
の
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
、

休
車
２
０
両
、
試
作
機
Ｄ
Ｄ
６
０
 

９
０
１
を
含
め
、
全
て
の
Ｄ
Ｄ
６
０
型
の

廃
車
が
決
定
。
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昭
和
５
５
年
５
月
１
１
日
午
後
１
時
２
２
分
。

黒
河
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
 

特
急
貨
物
「
最
終
 

さ
く
ら
＆
惜
別
 

Ｄ
Ｄ
６
０
号
」

河
原
町
行
き
　

定
刻
発
車

本
務
機
は
Ｄ
Ｄ
６
０
 

９
０
１
＋
Ｄ
Ｄ
６
０
 

４
３
、
後
補
機
は
Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
２
＋
Ｄ
Ｄ
６
０
 

２
３
。

１
０
秒
近
い
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
ホ
ー
ム
を
離
れ
る
特
急
貨
物

「
さ
く
ら
」
。

「
さ
よ
う
な
ら
 

Ｄ
Ｄ
６
０
＆
さ
く
ら
貨
物
」
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
付
け
た
Ｄ

Ｄ
６
０
 

９
０
１
。

初
号
機
と
最
終
機
の
重
連
を
、
孤
高
の
汽
車
会
社
製
の
２
両
が
ア
シ
ス
ト
し
、

午
後
２
時
３
８
分
、
１
時
間
１
６
分
の
旅
を
終
え
、
さ
く
ら
貨
物
は
定
刻
通
り

河
原
町
駅
に
到
着
。

Ｄ
Ｄ
６
０
の
僅
か
１
０
年
、
４
３
号
機
に
至
っ
て
は
た
っ
た
５
年
と
い
う

短
す
ぎ
る
生
涯
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

廃
車
後
Ｄ
Ｄ
６
０
型
全
４
３
両
は
、
エ
ン
ジ
ン
等
の
機
器
類
を
取
り
外
さ
れ
た

後
、

１
台
も
保
存
さ
れ
る
事
無
く
、
漁
礁
と
し
て
太
平
洋
の
海
底
に
沈
め
ら
れ
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
消
し
去
っ
た
傑
作
機
関
車
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そ
の
名
は
　
「
Ｄ
Ｄ
６
０
」
　
　

も
う
そ
の
雄
姿
を
見
る
事
は
叶
わ
な
い
が

彼
ら
は
私
達
の
心
の
中
、
残
さ
れ
た
数
枚
の
写
真
の
中
で

永
遠
に
走
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
・
・
・

桁
石
鉄
道
?
 

　
　
Ｄ
Ｄ
６
０
型
電
気
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

製
造
　
　
川
崎
車
両
（
１
３
両
）
 

日
本
車
両
（
９
両
）
 

汽
車
会
社
（
２
両
）

 
三
菱
重
工
（
２
０
両
）

製
造
期
間
　
　
試
作
 

昭
和
４
０
年
 

量
産
 

昭
和
４
１
年
～
昭
和
４
５
年

製
造
台
数
　
　
４
３
両

運
転
整
備
重
量
　
　
２
３
．
８
ｔ

最
高
出
力
　
　
１
５
０
０
Ｐ
Ｓ

最
高
速
度
　
　
９
０
Ｋ
Ｍ
／
ｈ

制
動
装
置
　
　
電
気
指
令
式
ブ
レ
ー
キ
（
Ｈ
Ｒ
Ｄ
）

警
笛
　
　
Ａ
Ｗ
－
２
型
 

空
気
式
ホ
イ
ッ
ス
ル



17

前
照
灯
　
　
２
灯
式
シ
ー
ル
ド
ビ
ー
ム
灯

最
終
廃
車
年
月
　
　
昭
和
５
０
年
１
２
月
１
１
日
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～
迷
列
車
で
行
こ
う
　
桁
石
鉄
道
編
～
　
Ｄ
Ｄ
６
０
型
機
関
車
（
後
書
き
）

今
回
か
ら
終
わ
り
に
主
役
車
両
の
デ
ー
タ
を
入
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
全
部
ウ
ソ
で
す
（
笑
）
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陸
軍
九
五
式
狭
軌
鉄
道
装
甲
車
イ
号
　
ロ
号

陸
軍
九
五
式
狭
軌
鉄
道
装
甲
車
は
、

福
島
航
空
隊
に
所
属
し
て
い
た
鉄
道
輸
送
車
の
図
面
を
元
に
、

１
９
３
５
年
か
ら
１
９
３
７
年
ま
で
に
計
５
３
両
が
製
造
さ
れ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
の
図
面
と
組
み
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
イ
号
２
７
両
と
、

設
計
を
改
め
原
動
機
を
床
下
に
吊
っ
た
ロ
号
２
６
両
が
存
在
し
た
。

イ
号
は
水
冷
複
列
１
６
気
筒
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
に
、

Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
を
模
し
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
装
備
。

屋
根
上
に
九
四
式
３
７
ｍ
ｍ
戦
車
砲
と
、
空
照
灯
を
搭
載
し
て
い
た
。

前
輪
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ
機
構
を
持
ち
、

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
解
除
す
る
事
で
軌
道
外
で
の
走
行
も
可
能
だ
っ
た
が
、

車
輪
は
金
属
製
の
物
で
乗
り
心
地
は
最
悪
だ
っ
た
と
い
う
。

ロ
号
は
イ
号
と
共
通
の
原
動
機
を
使
用
し
て
い
る
が
、

車
体
の
構
造
を
１
か
ら
見
直
し
四
角
四
面
の
箱
型
車
体
と
な
っ
た
。

装
甲
を
イ
号
の
８
ｍ
ｍ
か
ら
１
３
ｍ
ｍ
に
強
化
し
た
反
面
、

武
装
は
九
四
式
３
７
ｍ
ｍ
戦
車
砲
×
１
か
ら
、

九
一
式
６
．
５
ｍ
ｍ
車
載
重
機
関
銃
×
２
に
な
っ
た
。

尚
ロ
号
に
ス
テ
ア
リ
ン
グ
機
構
は
装
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

軌
道
外
え
の
走
行
は
不
可
能
で
あ
る
。

イ
号
ロ
号
共
に
６
０
０
ｍ
ｍ
か
ら
９
１
４
ｍ
ｍ
の
間
な
ら
軌
間
を
変
え
る
事
が

可
能
で
、

基
本
的
な
構
造
は
鉄
道
連
隊
の
貨
車
と
同
じ
で
あ
る
。

戦
地
で
は
イ
号
は
整
備
し
易
い
が
、
飛
び
出
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
被
弾
し
や
す
い
。

ロ
号
は
装
甲
性
に
優
れ
て
い
る
が
、
床
下
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
が
面
倒
と
、
一
長

一
短
で
あ
っ
た
。
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九
五
式
狭
軌
鉄
道
装
甲
車
は
目
立
っ
た
戦
果
こ
そ
無
い
も
の
の
、

戦
地
へ
の
物
資
輸
送
に
大
活
躍
し
て
い
た
。

各
地
に
散
っ
た
九
五
式
狭
軌
鉄
道
装
甲
車
の
中
で
も
、

陸
軍
戦
国
原
砲
台
の
防
衛
に
配
備
さ
れ
た
イ
号
４
両
の
活
躍
が
有
名
で
あ
る
。

砲
台
の
後
か
ら
飛
来
す
る
米
軍
機
目
掛
け
て
、

九
四
式
３
７
ｍ
ｍ
戦
車
砲
を
撃
つ
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
、
ロ
号
は
早
々
に
廃
棄
処
分
さ
れ
た
物
が
大
半
だ
が
、

イ
号
は
整
備
の
し
易
さ
と
扱
い
易
さ
が
買
わ
れ
、

各
地
の
復
興
物
資
輸
送
に
使
わ
れ
た
。

し
か
し
最
大
軌
間
９
１
４
ｍ
ｍ
と
狭
軌
線
で
し
か
使
え
な
い
事
も
あ
り
、

鉄
道
連
隊
払
い
下
げ
の
貨
車
ほ
ど
長
く
使
わ
れ
る
事
は
無
か
っ
た
。

現
在
完
全
武
装
の
イ
号
３
号
車
と
ロ
号
８
号
車
が
、

桁
石
鉄
道
の
戦
国
原
砲
台
跡
駅
の
構
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。



21

陸
軍
九
五
式
狭
軌
鉄
道
装
甲
車
イ
号
　
ロ
号
（
後
書
き
）

た
ま
に
は
こ
ん
な
話
が
あ
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
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桁
石
鉄
道
　
３
２
０
０
型
蒸
気
機
関
車
（
前
書
き
）

か
つ
て
桁
石
鉄
道
に
は
国
鉄
を
上
回
る
蒸
気
機
関
車
が
い
た
・
・
・



23

桁
石
鉄
道
　
３
２
０
０
型
蒸
気
機
関
車

桁
石
鉄
道
　
３
２
０
０
型
蒸
気
機
関
車

１
９
３
１
年
、
桁
石
車
両
で
と
あ
る
蒸
気
機
関
車
の
製
造
が
始
ま
っ
た
。

３
２
０
０
型
蒸
気
機
関
車
で
あ
る
。
　
軸
配
置
は
２
－
１
０
－
４
 

Ｔ

軌
間
１
０
６
７
ｍ
ｍ
以
下
の
蒸
気
機
関
車
で
は
初
め
て
１
０
０
０
ｍ
ｍ
ボ
イ
ラ

ー
を
採
用
。

さ
ら
に
グ
レ
ズ
リ
ー
式
弁
装
置
を
装
備
し
た
３
気
筒
機
で
あ
っ
た
。

こ
の
３
３
０
０
型
は
試
作
要
素
が
多
く
、

３
２
０
１
号
か
ら
３
２
０
５
号
ま
で
は
ア
ラ
ン
式
弁
装
置
。

３
２
０
６
号
か
ら
３
２
１
１
号
ま
で
は
ワ
ル
シ
ャ
ー
ト
式
弁
装
置
。

３
２
１
２
号
か
ら
３
２
２
０
号
が
ベ
ー
カ
ー
式
弁
装
置
を
採
用
し
た
が
、

最
終
的
に
全
車
ワ
ル
シ
ャ
ー
ト
式
弁
装
置
に
統
一
さ
れ
た
。

こ
の
３
２
０
０
型
は
５
５
０
ｍ
ｍ
動
輪
を
採
用
し
た
事
で
ス
ピ
ー
ド
こ
そ
遅
か

っ
た
も
の
の
、

動
輪
が
小
さ
く
上
り
坂
に
強
い
上
、
３
シ
リ
ン
ダ
ー
が
物
を
言
い
、

最
高
時
速
は
時
速
５
２
ｋ
ｍ
な
が
ら
最
高
出
力
は
９
８
０
．
６
Ｐ
Ｓ
で
あ
っ
た
。

ま
た
英
国
発
祥
の
ベ
ル
ペ
ア
ー
火
室
を
採
用
し
、

多
少
質
の
悪
い
石
炭
で
も
十
分
に
蒸
気
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

更
に
一
部
の
機
関
車
は
重
油
併
燃
装
置
を
装
備
し
て
い
た
。

尚
、
３
２
０
０
型
は
本
当
に
よ
く
整
備
さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
で
、

国
鉄
の
蒸
気
機
関
車
よ
り
故
障
が
少
な
く
、

日
本
に
お
け
る
３
気
筒
機
が
本
領
を
発
揮
で
き
た
唯
一
の
鉄
道
で
あ
っ
た
。

国
鉄
Ｃ
５
３
の
様
な
独
特
の
排
気
音
の
強
弱
等
は
全
く
無
く
、

非
常
に
安
定
し
た
走
り
で
あ
っ
た
。
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３
２
０
０
型
は
本
線
の
重
量
級
貨
物
列
車
牽
引
の
他
、

桁
鉄
随
一
の
難
所
、
関
所
峠
を
越
え
る
た
め
の
勾
配
補
機
と
し
て
も
使
わ
れ
、

終
戦
後
の
買
出
し
列
車
や
、
沼
尻
鉱
山
へ
の
石
炭
輸
送
に
も
従
事
し
て
い
た
。

３
２
０
０
型
が
高
速
で
走
行
す
る
こ
と
は
殆
ど
無
く
、

中
速
、
低
速
で
の
走
行
が
常
だ
っ
た
上
、
保
守
点
検
が
徹
底
し
て
い
た
為
、

グ
レ
ズ
リ
ー
式
弁
装
置
が
故
障
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

１
９
６
４
年
か
ら
Ｄ
Ｄ
６
０
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
製
造
が
始
ま
る
と
、

３
２
０
０
型
は
本
線
に
姿
を
見
せ
る
事
は
次
第
に
減
っ
て
い
っ
た
が
、

１
９
６
５
年
時
点
で
桁
石
機
関
区
に
は
１
２
両
の
３
２
０
０
型
が
残
っ
て
い
た
。

粘
着
重
量
を
有
効
に
使
え
る
３
気
筒
の
優
れ
た
性
能
が
、

Ｄ
Ｄ
６
０
型
に
よ
る
置
き
換
え
を
阻
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
ま
で
働
き
続
け
た
３
２
０
０
型
３
２
１
８
号
が
退
役
し
た
１
９
７
７
年
ま

で
、

３
２
０
０
型
は
勾
配
線
区
の
重
量
列
車
用
と
し
て
使
わ
れ
続
け
て
い
た
。

そ
し
て
１
９
８
２
年
。

中
国
で
満
鉄
ミ
カ
ニ
の
生
き
残
り
で
あ
っ
た
、

１
９
２
９
年
日
本
製
の
Ｊ
Ｆ
２
形
２
５
２
５
号
が
引
退
。

グ
レ
ズ
リ
ー
式
弁
装
置
を
装
備
し
た
最
後
の
蒸
気
機
関
車
が
引
退
し
た
。

桁
石
鉄
道
?
　
３
２
０
０
型
蒸
気
機
関
車
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製
造
　
　
　
　
　
桁
石
車
両
（
２
０
両
）

製
造
期
間
　
　
　
１
９
３
１
年
～
１
９
３
３
年

製
造
台
数
　
　
　
２
０
両

運
転
整
備
重
量
　
４
８
．
６
ｔ

常
用
圧
力
　
　
　
１
５
．
８
気
圧

最
高
出
力
　
　
　
９
８
０
．
６
Ｐ
Ｓ

最
高
速
度
　
　
　
５
２
Ｋ
Ｍ
／
ｈ

制
動
装
置
　
　
　
空
気
式
ブ
レ
ー
キ

最
終
廃
車
年
月
　
１
９
７
７
年
４
月
８
日
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東
福
島
交
通
局
黒
田
軌
道
線
物
語

桁
石
鉄
道
黒
田
臨
港
線
の
終
点
で
あ
る
黒
田
築
港
駅
。

今
で
こ
そ
寂
れ
た
港
町
だ
が
一
昔
前
は
旅
客
船
や
大
型
貨
物
船
が
多
数
出
入
り

す
る
一
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
港
だ
っ
た
。

か
つ
て
鉱
業
所
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
石
炭
は
、
こ
こ
か
ら
京
阪
神
や
首
都
圏
に

搬
出
さ
れ
た
た
め
、

黒
田
築
港
駅
は
１
日
に
３
０
０
０
台
も
の
貨
車
が
出
入
り
。

港
湾
労
働
者
が
多
く
集
ま
り
、
盛
り
場
と
し
て
非
常
に
栄
え
旅
客
乗
降
も
非
常

に
多
か
っ
た
。

当
時
の
新
聞
記
事
に
「
桁
石
駅
長
が
黒
田
築
港
駅
長
に
栄
転
」
と
書
か
れ
る
ほ

ど
、

桁
石
鉄
道
の
中
で
も
特
別
な
駅
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
黒
田
港
の
あ
る
東
福
島
湾
は
狭
く
、

港
湾
能
力
の
限
界
は
昭
和
初
期
に
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

さ
ら
に
黒
田
港
の
能
力
の
限
界
で
平
山
や
間
野
の
港
に
貨
物
が
流
出
。

こ
の
ま
ま
で
は
黒
田
港
が
「
石
炭
積
み
出
し
港
」
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な
る
恐

れ
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
黒
田
市
は
、
黒
田
港
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
新
た
な
港
湾
地
区

の
造
成
を
決
定
。

市
街
地
の
さ
ら
に
外
海
側
を
埋
め
立
て
、

石
炭
産
業
を
基
盤
に
し
た
工
業
用
地
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

問
題
は
、
そ
こ
ま
で
ど
う
や
っ
て
鉄
道
を
敷
設
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

東
福
島
湾
沿
い
に
新
た
に
埋
め
立
て
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、

当
時
の
東
福
島
湾
は
無
数
の
船
舶
が
出
入
り
し
、

そ
れ
ら
を
支
障
す
る
よ
う
な
工
事
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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そ
こ
で
、
当
時
の
黒
田
市
が
出
し
た
結
論
は
・
・
・

「
土
地
が
な
い
な
ら
、
街
の
中
を
通
し
て
し
ま
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
・
・
・

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

当
然
地
元
商
店
街
は
大
反
対
。
　
し
か
も
、
当
時
は
石
炭
産
業
全
盛
期
。

２
４
時
間
ひ
っ
き
り
な
し
に
貨
車
が
専
用
線
を
通
過
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
た
。

し
か
し
、
市
側
は
新
た
な
産
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
街
が
栄
え
る
こ
と
を
理
由

に
譲
ら
ず
、

反
対
派
も
黒
田
港
の
繁
栄
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
事
か
ら
、
反
対
運
動
は
す
ぐ

に
し
ぼ
ん
だ
。

結
局
、
１
９
３
８
年
、
黒
田
の
中
心
市
街
地
を
貫
通
す
る
よ
う
に
し
て
、
貨
物

専
用
線
が
開
業
し
た
。

当
時
、
防
振
軌
道
な
ど
存
在
せ
ず
、
通
過
す
る
列
車
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
２
軸

車
両
。

車
体
に
掛
か
る
重
量
が
直
接
軌
道
に
掛
か
る
た
め
、
振
動
と
騒
音
は
想
像
を
絶

す
る
凄
ま
じ
さ
だ
っ
た
。

通
過
す
る
蒸
気
機
関
車
か
ら
は
黒
い
煙
が
ば
ら
ま
か
れ
、

黒
田
港
へ
向
か
う
石
炭
貨
車
か
ら
は
石
炭
が
こ
ぼ
れ
落
ち
、

黒
田
港
か
ら
戻
っ
て
き
た
空
の
石
炭
貨
車
か
ら
は
石
炭
の
粉
が
ば
ら
ま
か
れ
た
。

開
業
直
後
は
時
局
が
時
局
だ
け
に
、
「
お
国
の
た
め
」
と
市
民
は
我
慢
し
て
い

た
が
、

戦
争
が
終
わ
る
と
、
早
速
抗
議
が
市
役
所
に
殺
到
し
た
。

し
か
し
、
お
り
し
も
石
炭
産
業
が
息
を
吹
き
返
し
て
お
り
、

１
９
５
９
年
に
は
軌
道
が
さ
ら
に
延
ば
さ
れ
る
な
ど
、
黒
田
の
中
心
繁
華
街
の

中
を
、

桁
石
本
線
か
ら
の
石
炭
列
車
や
沿
線
の
工
場
か
ら
製
品
を
運
び
出
す
貨
物
列
車
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が
、

市
民
の
迷
惑
を
か
え
り
み
ず
ひ
っ
き
り
な
し
に
往
復
す
る
の
で
あ
っ
た
。

市
民
は
「
黒
田
市
繁
栄
の
象
徴
」
と
し
て
、

や
む
な
く
こ
の
路
面
軌
道
の
存
在
を
是
認
す
る
の
で
あ
っ
た
。

「
石
炭
港
湾
都
市
黒
田
」
の
象
徴
と
し
て
君
臨
し
た
東
福
島
交
通
局
黒
田
軌
道

線
で
あ
る
が
、

そ
の
繁
栄
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

石
炭
産
業
の
斜
陽
化
と
と
も
に
石
炭
の
積
み
出
し
港
で
あ
っ
た
黒
田
港
は
廃
れ

て
い
き
、

ま
た
、
ほ
か
の
荷
物
を
運
ぶ
港
に
転
用
し
よ
う
に
も
、
東
福
島
湾
は
狭
す
ぎ
た
。

結
局
、
新
日
本
鉱
業
が
廃
業
し
た
１
９
８
０
年
に
東
福
島
交
通
局
黒
田
軌
道
線

は
廃
線
。

た
だ
の
一
度
も
お
客
を
乗
せ
ず
、
た
だ
の
一
度
も
花
電
車
の
走
ら
な
か
っ
た
路

面
軌
道
の
、

誰
か
ら
も
惜
し
ま
れ
な
い
、
寂
し
い
最
期
だ
っ
た
。

現
在
、
黒
田
の
市
街
地
は
、
騒
音
と
振
動
の
歴
史
を
払
し
ょ
く
す
る
か
の
よ
う

に
、

路
面
軌
道
の
存
在
の
跡
は
一
切
残
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
黒
田
市
に
だ
け
、
な
ぜ
か
市
交
通
局
が
存
在
す
る
と
い
う
違
和
感
に
、

名
残
を
と
ど
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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東
福
島
交
通
局
黒
田
軌
道
線
物
語
（
後
書
き
）

そ
の
後
、
黒
田
港
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
跡
地
は
某
原
発
の
用
地
に
な
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

軽便妄想＆迷列車で行こう　～桁石鉄道編～
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